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@IISD

1. なぜ2050年排出実質ゼロなのか

2. Race To Zeroに参加するには



気候変動イニシアティブ：JCIとは

105団体（2018年7月6日の設立時）

697団体（2022年5月23日時点）

企業：518（ うち金融・投資機関：48 ）、 自治体：37 、 その他：142 （ うち大学・研究機関：9 、
事業者団体：3 、 消費者団体：12 、 文化施設・宗教団体：4 、 NPO/NGO等：114 ）

気候変動イニシアティブ（Japan Climate Initiative ）

パリ協定が掲げる脱炭素社会の実現に向け、気候変動対策に積極的に取り組む企
業、自治体、NGOなどの非政府アクターが、情報交換や連携を強化するための
ネットワーク。

末吉 竹二郎

国連環境計画・金
融イニシアティブ
特別顧問

事務局 協力団体

運営委員会代表
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@IISD

1. なぜ2050年排出実質ゼロなのか

2. Race To Zeroに参加するには



世界が脱炭素化に約束：パリ協定
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@IISD

◆世界の平均気温上昇を2度未満に抑え、さらに1.5度に抑える努力を追求
◆世界全体で今世紀後半には、人間活動による温室効果ガス排出量を実質
的にゼロにしていく方向

2015年・COP21パリ会議 『パリ協定』 成立！



世界は1.5℃ = 2050年排出実質ゼロへ

6

@IISD

（出所） IPCC (2018) Global Warming of 1.5 °C (Summary for Policy Makers) IPCC. http://ipcc.ch/report/sr15/

2030年に約45％削減

2050年に排出実質ゼロ

気温上昇を1.5度に抑えるためには

2℃目標から1.5℃目標へ
世界が舵を切り始めた

↓
国だけではなく、企業、投資家、

自治体、大学・研究機関など
あらゆるアクターに広がり

http://ipcc.ch/report/sr15/
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@IISD

1. なぜ2050年排出実質ゼロなのか

2.日本からRace To Zeroに参加する



JCI Race to Zero Circleの立ち上げ

気候変動イニシアティブ（JCI）が新たに立ち上げる「JCI Race to Zero Circle」が、
Race to Zero事務局より公式パートナーとして承認されました。
「JCI Race to Zero Circle」は、Race to Zeroキャンペーンに参加するJCIメン
バーのためのサークルです。
今後JCIは、JCIメンバーの2050年までの排出実質ゼロに向けた取組を加速するため、
Race to Zeroキャンペーン参加を呼びかけ、世界の脱炭素化に日本から貢献してい
きます。



JCI Race to Zero Circleでネットゼロ宣言をすると

1.国際連合のHPに貴学名が掲載
2.JCIとしてのイベントへの登壇機会



JCIを通じてRace to Zeroに参加する
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JCIメンバー

JCI Race To Zero Circle
and / or

パートナー団体に加盟

4要件の確認
①他のパートナーに加盟

②JCIミニマム要件に誓約

Race to Zero 参加



誓約書を提出ください

• 選択肢➀: 他のRace to Zeroパートナーを通じて

• 選択肢②: JCIミニマム要件に誓約

これらパートナーを通じて
- 既にRace to Zeroに参加
している主体

- これから参加する主体

企業、団体、学校等：誓約書➀－１
自治体：誓約書➀－２

企業、団体、学校等：誓約書②－１
自治体：誓約書②－２

https://unfccc.int/climate-action/race-to-zero-campaign#eq-4
https://japanclimate.org/wp/wp-content/uploads/2021/06/JCI-RTZ-minimum-criteria_ver2_1.pdf
https://japanclimate.org/wp/wp-content/uploads/2021/06/JCI-RTZ-pledge-1-1_ver2.docx
https://japanclimate.org/wp/wp-content/uploads/2021/06/JCI-RTZ-Pledge-1-2_ver2.docx
https://japanclimate.org/wp/wp-content/uploads/2021/06/JCI-RTZ-Pledge-2-1_ver2.docx
https://japanclimate.org/wp/wp-content/uploads/2021/06/JCI-RTZ-Pledge-2-2_ver2.docx


誓約書

• 選択肢➀または②、組
織の種別によって該当
する誓約フォーマット
を選びます。

• 日付、署名をお願いし
ます。

• 基本情報の記載もお願
いします。

誓約書の提出をもって、JCI Race to Zeroサークル参加となります。



選択肢➀：他のパートナーを通じて
• 既にレーストゥゼロのパートナーイニシアチブに参加いただいて
いる場合、または

• 3か月以内に上記に参加することを約束

企業

1.5℃を目指す企業誓約 Business Ambition for 1.5 C

認定B企業 Certified B Corporation

商工会議所気候連合 Chambers Climate Coalition

SME気候ハブ SME Climate Hub
Bチーム The B Team
気候誓約 The Climate Pledge

セクター固有
の組織

気候アクションファッション憲章 Fashion Charter for Climate Action

ネットゼロ誓約 Pledge to Net Zero

投資家

ネットゼロ資産運用者イニシアチブ Net-Zero Asset Managers Initiative

国連招集のネットゼロ資産保有者連合 UN-Convened Net-Zero Asset Owner Alliance

国連招集のネットゼロ銀行連合 UN-Convened Net Zero Banking Alliance

大学 大学のレーストゥゼロ Race to Zero for Universities and Colleges

都市 イクレイ日本事務局と環境省にて検討中の枠組み
都市のレーストゥゼロ Cities Race to Zero

県・地域 2℃未満連合 Under2Coalition

パートナーイニシアチブの例（全パートナー一覧はUNFCCCウェブサイトをご覧ください）

https://unfccc.int/climate-action/race-to-zero-campaign#eq-4
https://sciencebasedtargets.org/business-ambition-for-1-5c/
https://bcorporation.net/
https://www.chambers4climate.iccwbo.org/
http://smeclimatehub.org/
https://bteam.org/
https://www.theclimatepledge.com/
https://unfccc.int/climate-action/sectoral-engagement/global-climate-action-in-fashion/about-the-fashion-industry-charter-for-climate-action
https://www.pledgetonetzero.org/
https://www.netzeroassetmanagers.org/
https://www.unepfi.org/net-zero-alliance/
https://www.unepfi.org/net-zero-banking/
https://www.sdgaccord.org/climateletter
http://www.citiesracetozero.org/
https://www.under2coalition.org/
https://unfccc.int/climate-action/race-to-zero-campaign#eq-4


選択肢②：JCIを通じて参加

*ネットゼロの定義は、SBTイニシアチブの定義（自治体はRace To Zero定義）に従うものとします。

中期目標
基準年：2010年以降
目標年：2030年
スコープ1・2：総量で年率直線で2.5%以上の削減(2019-2030年の場合、2.5*11=27.5%削減以上)

スコープ3：（従業員・構成員が500名以上の組織が対象。自治体は対象ではない。）
スクリーニングを実施し、スコープ1＋2＋3の40%以上となる場合
2/3について、総量で年率直線で1.23%以上の削減(2019-2030年の場合、1.23*11=13.53%削減以上)

※スコープ3の計算方法についてガイダンスがない主体の場合は、スコープ1・2のみを対象とする。

ネットゼロ目標
2050年までにネットゼロ

• JCIミニマム要件に誓約

https://japanclimate.org/wp/wp-content/uploads/2021/06/JCI-RTZ-minimum-criteria_ver2_1.pdf


スコープ1，2，3とは？？

スコープ1（直接排出）

スコープ2 （エネルギー由来の間接排出）

1

6

スコープ3 （その他、事業に関連する間接排出）

資料：環境省より一部改変

・ 化学反応
・ GHGの大気放出

・ 他所からの
熱の使用



Race To Zeroの参加要件
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@IISD

1. 誓約：Pledge
組織のトップレベルで、できるだけ早く、遅くとも2050年までにネットゼロを達成することに誓約す
ること。また、IPCC1.5℃特別報告書で示された2030年までに世界のCO2排出量50%削減（2010年
比）に見合うまたはそれ以上の中間目標を設定すること。

2. 計画：Plan
参加から12か月以内に、中期および長期の誓約達成に向けて、特に短中期でどんな行動をとるのかを
説明すること。

3. 実行：Proceed

設定した中間目標および2050年まゼロ達成に向けてすぐにアクションを起こすこと。

4. 公開：Publish
少なくとも年に一度、中長期目標の進捗および実施した取り組みについて報告、公開をすること。また
できる限り、UNFCCC Global Climate Action Portalhttps://climateaction.unfccc.int/への公開につ
ながるプラットフォーム通じて報告すること。

 最小要件（Minimum Criteria）

参考リンク： https://racetozero.unfccc.int/wp-content/uploads/2021/04/Race-to-Zero-Criteria-2.0.pdf

https://climateaction.unfccc.int/
https://racetozero.unfccc.int/wp-content/uploads/2021/04/Race-to-Zero-Criteria-2.0.pdf
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https://japanclimate.org/race-to-zero-circle/

info@japanclimate.org

https://japanclimate.org/race-to-zero-circle/
mailto:info@japanclimate.org


参考資料



まずはスコープ1, 2について

対象となるもの（例）

スコープ２

◆ 外部から得たエネルギーの使用

・電気

・熱（蒸気、冷熱等含む）

地域共通の係数で算定するロケーション基準、

実際の購入に基づく係数のマーケット基準、

の２つの算定方法があります。

（詳しくは後述）
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◆ 燃料の燃焼

・自社内のボイラー、燃焼設備

・燃料使用の暖房、コジェネ設備

・フォークリフト、構内運用自動車

◆ 化学反応等

・工場の化学反応,分解によるGHG発生

◆ GHGの大気放出

・GHGボンベ使用時の放出

・電気設備絶縁用のSF6の放出

スコープ１



GHG排出量算定の考え方

活動量とは
生産量、使用量、焼却量など、排出

活動の規模を表す指標のこと

排出係数とは
活動量当たりの排出量のこと

出所：環境省HP

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/


排出量算定の流れ

排出活動の抽出
活動毎の排出量の算

定

排出量の合計値の算

定

排出量のCO2換算

値の算定

出所：環境省

HP

温室効果ガスの排出の抑制を図るためには、まず、各事業者が自らの活動に
より排出される温室効果ガスの量を算定・把握し、報告する必要があります。

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/about


スコープ1計算の基本

・消費量×排出係数

(tCO2換算)*
（*単位発熱量

× 排出係数(tC換算)
× 44 / 12）

軽油 100,000L使用

⇒ 100(kL) × 2.58 (tCO2/kL)

＝ 258 t-CO2
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※温対法算定報告の排出係数一覧（リンクあり）

※CO2以外のGHGの場合：

排出量 × 地球温暖化係数
（CO2への換算係数）

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/itiran_2020_rev.pdf
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スコープ2排出量の算定手法

ロケーション基準手法

同じ系統または市場において系統平均を用いて、電
力等二次エネルギーからの排出を算定する方法。

日本の排出係数
全国平均排出係数が2016年度より公開。

2019FY: 0.000445 t-CO2/kWh

2018FY: 0.000462 t-CO2/kWh

2017FY: 0.000496 t-CO2/kWh

海外の排出係数（参照先）
･IEA各国平均係数
･IEA外の国（一部）についてIGESのCDMデータベー
ス

マーケット基準手法

(電力)購入の契約に基づく排出係数を用いる方法。

電力契約時のメニュー、供給会社から提供の排出係数、
供給会社ごとの調整後排出係数の使用、等。

環境省電気事業者別排出係数一覧（令和３年度用）：
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/r03_coefficient.pdf

GHGプロトコルでは、日本の場合は両方回答を要求されています。環境省報告では、ロケーション基準は必須です。

https://webstore.iea.org/
https://pub.iges.or.jp/pub/iges-list-grid-emission-factors
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/r03_coefficient.pdf


スコープ2計算の基本（ロケーション基準）
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消費量(kWh) × 全国平均排出係数0.000445(tCO2/kWh)
※ 年度ごと最新の係数が環境省により公表

200,000kWhを消費している場合

200,000kWh × 0.000445トンCO2/kWh = 89トン-CO2



スコープ2計算の基本（マーケット基準）
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Σ(消費量(kWh)×(調整後)排出係数(tCO2/kWh))
計算事例：○○電力の通常メニュー120,000kWh、オレンジパワー80,000kWh

ステップ１：○○電力（メニューC(残差) ）、オレンジパワー（単一）の排出係数を確認し適用。

ステップ2 ：○○電力の購入120,000kWh、オレンジパワーの購入80,000kWhをもとに計算。

120,000kWh × 0.000455 トンCO2/kWh
+ 80,000kWh × 0.000787 トンCO2/kWh
= 117.56 トンCO2

オレンジパワー

○○電力



スコープ2計算例
複数の国で操業しているのですが・・・。

国
消費電力量

(千kWh)

ロケーション基

準

合計 (tCO2e)

マーケット基

準

合計 (tCO2e)

属性証明の種別

（マーケット原単位の種類）

米国 3,000 650 0 消費量全てREC(再エネ)証明でカ
バー

英国 500 100 500
再エネ契約でなく、残差ミックスの

原単位を利用

中国 4,000 800 800 N/A 系統平均しかない

インド 3,800 850 400 消費量50％を外部企業と共同で設置し
た太陽光発電から自営線で供給

合計 2,800 1,750
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CDPスコープ2算定
技術ノート（リンク）

例：インドの系統平均排出原単位はどこにある？

①IGES CDMデータベース（無料）
②IEA データベース（有料, 550 euros, 約7万円）

②リンク
①リンク

https://b8f65cb373b1b7b15feb-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/415/original/CDP-Accounting-of-Scope-2-Emissions.pdf?1479752807
https://b8f65cb373b1b7b15feb-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/415/original/CDP-Accounting-of-Scope-2-Emissions.pdf?1479752807
http://data.iea.org/payment/products/122-emissions-factors.aspx
http://data.iea.org/payment/products/122-emissions-factors.aspx
https://www.iges.or.jp/en/pub/list-grid-emission-factor/en?_ga=2.248978063.949218747.1595290969-578906525.1595290969
https://www.iges.or.jp/en/pub/list-grid-emission-factor/en?_ga=2.248978063.949218747.1595290969-578906525.1595290969


スコープ3の排出量算定について
バリューチェーンを通じた排出量

28

確実な算定は困難！…原単位データに大きく影響され、スコープ1, 2より不確実な値

ダブルカウントの発生…他者算定のスコープ3やスコープ1, 2と重なる

直接比較はできない… 各カテゴリ間や、自社と他社算定では、精度・範囲はバラバラ

基本的な算定方法：Σ (活動量 × 排出原単位)

- 購入量
- 金額
- 人/台数

活動
量

○○あたり
CO2排出量

排出原単位

資料：環境省より一部改変



スコープ3の種類
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排出量が
大きい、
重要、等

関連する(relevant)

関連しない(not relevant)

フラン
チャイズ
はない、
など。

説明できるように

する。

計算してみましょう！
計算方法を説明しましょう。



スコープ３計算(算定)の方法
環境省・経済産業省 「グリーン・バリューチェーンプラットフォーム」
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※ウェブサイトへのリンクがあります。

スコープ 3算定に「完璧」はありません。
やってみることに意義があります。

最新版の排出原単位データベース
• Ver.3.1（EXCEL/5.73MB）＜2021年3月リリース＞

• サプライチェーン排出量 詳細資料（PDF/4.90MB）
サプライチェーン排出量の算定の他、削減対策や事例、CDPな
ど外部の評価、日本企業の取組事例などを紹介しています。

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_tool.html#no00
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/tools/DB_V3-1.xlsx
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SC_syousai_all_20210319.pdf


排出量算定に役立つ資料
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・ 株式会社ウェイストボックス (wastebox.net) e-ラーニング動画 （リンク）

実務編

https://wastebox.net/e-learning/
https://wastebox.net/e-learning/#section-04

